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研究成果の概要（和文）：歌謡を掲載した写本の分析、現在のコンクールでのパフォーマン

スと楽器（特に竪琴）を学ぶ生徒らの記録と観察、口頭伝承による実技の訓練を大きな柱

として研究期間作業を進めた。この結果、口頭伝承において歌謡作品の旋律形が重要な役

割を果たしていること、統一されつつある歌謡作品のヴァリアンテがコンクールでさえま

だ見られる状況、古典歌謡のジャンル区分が為されてきた経緯及びジャンル区分が演奏に

及ぼす影響などを明らかにすることができた。  
 
研究成果の概要（英文）：I analyzed song anthologies manuscripts, and observed the 
performance in the competition of performing arts which is held every year, and students 
who study instruments, especially Burmese harp. I also took lessons of Burmese harp by 
orally from my teacher. I demonstrated that, in oral tradition, the tune patterns have a 
important role. Further, the variant which is said to be unified because of recordings, 
educational system, still can be observed even in the competition of performing arts. 
Meanwhile, I illustrated how the genre divisions in classical songs had been formed, and I 
concluded these genre divisions have influence on performance. 
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１．研究開始当初の背景 
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に終始してきた。ビルマ及び東南アジアの文
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ことが目的とされてきたと言える。しかし、
こうした分析観点は、作品そのものの分析を
行わない印象論に陥りがちである。特にビル
マ文学・歌謡については、作品の列挙と解説
に終始したウー・ペーマウンティンの『ミャ
ンマー文学史』（1983 年）に代表される文学
史の描き方によって、ビルマ文学・歌謡につ
いての枠組みが規定され、そこで提示される
歌謡ジャンルが自明のものとして捉えられ
きた。創作の営みについては言及されず、遺
産として残された作品の目録・整理・解説に
終始してきたとも言える。 
一方、1960 年代以降、国内外の音楽学者

による音楽構造の分析が行われてきたが、確
認できる演奏をもとにその構造を分析し示
すに留まり、作品が作られた時代にさかのぼ
って検証した研究は為されていない。また、
ビルマ音楽は歌謡であり、旋律と歌詞が中心
となるにも関わらず、記述・分析されてきた
のは楽器伴奏のみである。 
近年では、文学や音楽の政治的観点からの

分析を行った研究がいくつか為されている
が（Allot 2000, Douglas 2001, 2005）、一次
資料に基づかず、また韻文である歌詞を扱わ
ずに、政府による保存等の取り組みにのみ注
目した研究であり、創作の営みそのものが展
開していく軸となる創作技法、創作概念が存
在することは無視されている。政府が「伝統」
としての歌謡保存を進めているという議論
の中で、そもそも政府が何を「伝統」として
捉えようとしているのか、その対象の実態に
ついては触れられない。 
以上のいずれの研究にも共通しているこ

とは、現在「伝統歌謡」として捉えられてい
る作品の総体について、その中身と枠組みを
十分に検討することなしに、分析が試みられ
ていることである。また、歌謡は豊富な文献
資料を有するにも関わらず、そのアクセスと
利用の困難さから、これまでどの学者によっ
ても本格的に資料が利用されていない。 
申請者は、一次資料である写本の分析を通

して、現在言われているような歌謡ジャンル
概念が成立したのは、古典歌謡のレパートリ
ーが作曲されてだいぶ後の 19 世紀末頃では
ないかという着想を得た。歌謡ジャンル名が
現れてくるのは、19 世紀末から 20 世紀初頭
にかけて作られた写本においてである。また、
1999 年～2001 年にミャンマー文化大学音楽
学部に留学して歌謡の歌唱法と竪琴演奏を
学ぶことで、歌謡の分析には詩と旋律の両方
の面を見ていくことが必要であるという確
信を得た。歌詞内容については、従来、社会
的背景の反映のみが指摘されてきたが、作品
の構造を学ぶことで、作品創作には創作を可
能としている創作概念とシステムがあり、こ
の点について分析することが、創作という営
みについて考察していく上で重要であると

考えるに至った。特に、創作の営みについて
考察していくには、創作技法とジャンル形成
過程を見ていくことが最も重要であると結
論するに至った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ビルマ国文学の核である

「タチンジー」と総称される古典歌謡のジャ
ンル形成過程を明らかにすることである。そ
の手順として、（１）貝葉や折り畳み写本等
の一次資料の調査・分析を行い、（２）口承
で伝えられる歌謡の旋律及び伴奏となる楽
器の演奏技法の分析から作品が作られた当
時の音楽構造を再構成し、（３）以上の歌詞
と旋律の両方の面から創作技法を分析する
ことによって、現在に伝えられる古典歌謡の
ジャンル及び枠組みが形成された過程を明
らかにする。この作業によって、これまで自
明のものとして扱われてきた古典歌謡ジャ
ンル概念を捉えなおし、作品を列挙した形の
従来の歌謡史像に対して、創作の営みとして
の歴史のダイナミズムを描きだすことを目
的とする。 

本研究では、３年の研究期間内に、申請者
がこれまで行ってきた歌謡の二大ジャンルで
ある弦歌と鼓歌の分析に加え、その他の歌謡
ジャンルを合わせて歌謡を包括的に分析し、
古典歌謡全体の創作過程を明らかにする作業
を進める。古典歌謡には弦歌、編み歌、受け
歌、鼓歌、哀愁歌、アユタヤ歌他多数のジャ
ンル分類が行われているが、このうち、古典
歌謡のほぼ６割を占めている弦歌と鼓歌の分
析をこれまで行ってきた。これまでの調査で、
写本に大量の歌謡が記述され残されているこ
とが分かっており、また弦歌と鼓歌について
は、19世紀末頃にジャンル分類が確立してい
ったことを明らかにしてきたが、その他のジ
ャンルについても同様のことが想定できる。
また、特に重要な点として、弦歌と鼓歌の創
作技法の分析において、個々の作品が個別に
創作されているのではなく、既存の作品の部
分（旋律、歌詞）を借用、引用しながら創作
が行われていたことを明らかにしたことを挙
げたい。替え歌が大量に見られるなど、歌謡
の創作技法を分析することによって、作品相
互の関係を明らかにしていくことができた。
本研究では、この観点を主軸に据え、作品を
時代順に列挙して解説するという従来の文学
史・歌謡史を塗り替えるべく、創作の営みの
ダイナミズムを描き出す作業を行う。創作技
法を明らかにし、個々の作品の作られ方を丹
念に見ていくことによって、詠み人知らずで
作られた時代の分からない大量の作品につい
ても歴史的に位置づけていくことができるこ
とを示し、その中で、従来、ジャンルごとに
分けて捉えられてきた歌謡を包括的に捉えな
おし、作品の生成とジャンル形成過程を明ら



 

 

かにする。 
本研究の学術的な特色及び独創的な点は、

第一に、従来ほとんど使用されていない一次
資料である写本を用いて歌謡ジャンル形成過
程を解明することである。歌謡関係の貝葉・
折り畳み写本を包括的に扱った研究は皆無で
あり、著名な数点の貝葉を使用した研究が1
点あるのみである（Myin Kyi 2001）。ほと
んどの研究は編纂の加えられた刊本を利用し
たものである。 
第二は、従来自明のものとして捉えられて

きた歌謡の各ジャンルについて、ジャンル概
念そのものを捉えなおすことである。その際、
これも従来研究されていない創作技法の分
析という手法を取る。申請者はミャンマー文
化大学音楽学部で二年間歌謡の歌唱と演奏
技術を学び、口承で伝えられる歌謡の構造を
身につけた。その過程で、旋律と伴奏にいく
つものパターンがあり、それらが複数の曲で
共有されていることが分かった。また、外国
人研究者のほとんどいない韻文を読む訓練
を受けており、歌詞構造と音楽構造の両面か
ら歌謡の創作技法を分析することを目指す。 
 
３．研究の方法 
（１）これまで調査撮影してきた歌謡集の写
本に加え、さらに資料を収集する。 
（２）楽譜を用いずに口承で伝えられる古典
歌謡の歌唱・演奏技術について、現地に赴い
て歌謡の技術（歌唱と竪琴演奏）を習得する。
研究期間内に、古典歌謡で最も難しいと言わ
れる鼓歌のジャンルに属する作品を３曲、ア
ユタヤ歌謡を１曲、編み歌２曲を、師匠から
の口承での教授により習得した。 
（３）毎年芸能コンクールが行われる 7-9 月
に現地に赴き、芸能コンクールにも赴いて現
在の演奏形態を記録。特に、マンダレー管区
予選の模様をビデオ、カメラで撮影。 
具体的には各年度以下の方法で研究を進

めた。 
平成 19 年度：古典歌謡の歌唱・演奏技術

について、1999～2001 年の 2 年間の留学中
に数十曲を学んだが、歌謡ジャンル形成につ
いて考察していくためには、さらに多くの作
品の構造を知る必要がある。そのため、歌謡
の技術（歌唱と竪琴演奏）習得のために現地
に赴く。時期は例年政府主催の芸能コンクー
ルが行われる 8～10 月に合わせる。その際、
芸能コンクールにも赴いて現在の演奏形態
を記録する。 

この年の研究成果を東洋音楽学会大会に
て口頭発表を行う。 
平成 20 年度：前年度に引き続き、歌謡の

技術（歌唱と竪琴演奏）習得及び、現在の演
奏・教授の状況調査のために現地に赴く。時
期は例年政府主催の芸能コンクールが行わ
れる 8～10 月に合わせる。同時期に開催され

ている芸能コンクールのマンダレー管区予
選にも赴いて現在の演奏形態を記録する。 

10 月には、International Burma Studies 
Conference（アメリカ、Northern Illinois 
University.）にて口頭発表する。 
平成21年度：6月にこれまでの歌謡研究に加

え、ビルマの歌謡と詩の比較研究を、日本口
承文芸学会のシンポジウムで口頭発表する。 
昨年度に引き続き、歌謡演奏の実技（竪琴

演奏）習得及び、現在教授の状況調査のため
にミャンマーに赴く。時期は例年同様、政府
主催の芸能コンクールが行われる8～10月に
合わせる。そして、マンダレー管区における
芸能コンクール予選を中心に、現在の演奏形
態を記録する。 
また、19年度より取り組んできた、古典歌

謡の録音資料のデータベースの整理を進める
。申請者の所有する録音資料は、1960年代の
ラジオ放送など、録音資料として最も古い時
代のものを含んでおり、現在では入手困難で
あるものも多い。 

 
４．研究成果 

19年度の作業として実施したのは、第一に、
現地における古典歌謡教授方法・芸能コンクー
ルの調査である。時期は、8月22日から9月19日
である。ヤンゴンでは現地音楽家や研究者への
インタビューの他、現代最も著名な古典歌謡歌
手のドー・イーイータンのもとで竪琴奏法につ
いて実習を受けた。また、ヤンゴン文化大学音
楽学部での調査を行い、特にサインワイン（環
状太鼓楽団）や竪琴の伝承形態についての調査
（インタビュー、ビデオ・写真撮影等）を行っ
た。パガンでは仏塔において楽器が描かれた壁
画の調査を行った。2001年に亡くなった近年で
は最も著名な竪琴奏者のウー・ミィンマウン宅
（マンダレー市）を訪れ、氏の手書きの楽譜等
の調査を行い、また、氏の妻であるドー・キン
メイより竪琴奏法の実習を受けた。その他、主
にヤンゴンで資料収集（音楽関係の最近の出版
物を中心に）を行った。この調査において、代
表的な楽器である竪琴・サインワイン（打楽器
楽団）の教授方法と芸能コンクールの地方予選
の模様をビデオで詳細に撮影記録した。コンク
ールの模様を撮影できたのは、芸能コンクール
の竪琴部門の審査委員長でもあるドー・キンメ
イの協力による。 
本調査の結果、近年、口頭伝承である竪琴演

奏法の教授に楽譜が用いられる場合も出てき
ていること、芸能コンクール参加者の増加及び
若年化等が明らかになった。これは、古典歌謡
の主要なレパートリーや音階構造の変化を引
き起こすことが考えられ、古典歌謡演奏の現在
の様態を捉える上で重要な視点となる。また、
教師の真似・暗記を繰り返させる教授法がやは
り教授における中心的な方法であり、その方法
は楽器の形態によって一部異なることも明ら



 

 

かになった。教授法の分析は創作方法の考察に
も重要であり、本研究課題の目的であるジャン
ル形成過程を明らかにするために重要な視点
である。 
この調査の結果を踏まえ、単著『ビルマ古典

歌謡の旋律を求めて：書承と口承から創作へ』
（風響社）を出版した。さらに、ビルマ古典歌
謡のジャンル形成過程について、(1)写本調査、
(2)歌詞分析、(3)音楽理論分析の3点からの研究
成果を、『アジア・アフリカ言語文化研究』及
び東南アジア学会、東洋音楽学会の学会誌に投
稿論文として投稿し、いずれも受理された。  

20年度の作業として実施したのは、第一に、
現地における古典歌謡教授方法・芸能コンクー
ルの調査である。期間は8月17日から8月30日で
ある。ヤンゴンでは、国立公文書館に所蔵され
ている貝葉文書の調査を、元国立図書館長であ
り、報告者と同じ音楽を専門とするウー・キン
マウンティン氏と共に行った。結果、国立公文
書館には薬学関係以外の貝葉文書がないこと
が判明し、これまで行ってきた国立図書館、大
学中央図書館、大学歴史センターとあわせて、
ヤンゴンの公的機関に所蔵された貝葉文書・折
畳写本写本の調査は終了した。ウー・キンマウ
ンティン氏と次回調査をマンダレー大学図書
館で行う計画を立てた。また、今回の調査地の
中心であるマンダレーでは、2001年に亡くなっ
た近年では最も著名な竪琴奏者のウー・ミィン
マウン宅を訪れ、氏の妻であり、自身も優れた
竪琴奏者であるドー・キンメイより竪琴奏法の
実習を受けた。さらに、ウー・ミィンマウンが
残した手書き楽譜のうちの一部のコピーを入
手した。加えて芸能コンクールの竪琴部門の審
査委員長でもあるドー・キンメイの協力により、
芸能コンクール地方予選の模様をビデオで撮
影記録することができた。その他、主にヤンゴ
ンで資料収集（音楽関係の最近の出版物及び、
2008年中に発売されたCD・DVDの購入）を行
った。 

20年度はこれまでの調査の結果を踏まえ、10
月 3日にアメリカ・イリノイ州Northern 
Illinois University で 開 催 さ れ た Burma 
Studies Conferenceにおいて口頭発表を行っ
た 。 ま た 、 10 月 に は Society for 
Ethnomusicology学会（Wesleyan University、
アメリカ）に参加し、ビルマ古典音楽並びに民
族音楽研究の大家であるRobert Garfias教授、
Judith Becker教授と議論を行った。この時に
Judith Becker教授と話をしたことからその後、
報告者も初めて目にした貴重なビルマのレコ
ードを譲り受けることとなった（2010年5月）。
Judith Becker教授は60年代にビルマ音楽研究
を行った先駆的研究者であり、その後は同国へ
の入国制限のため、現在ではフィールドをビル
マ以外に変えている。報告者が譲り受けたレコ
ードは現在ではほとんど所在の確認できない、
貴重なものである。古典歌謡を録音したもので、

このデジタル化と解説の執筆を行い出版する
ことが今後の研究課題として設定することが
できる。  
さらに、前年度投稿・受理された論文の校正

を行い、「ビルマ古典歌謡における創作技法と
ジャンルの分化―チョー（弦歌）からパッピョ
ー（鼓歌）へ―」（『東南アジア歴史と文化』）
「ビルマ古典歌謡における作品とジャンルの
関係―演奏様式の解釈としてのジャンル―」
（『東洋音楽研究』）が発行された。 

21年度の作業として実施したのは、第一に、
現地における古典歌謡教授方法・芸能コンクー
ルの調査である。期間は8月22日から9月24日で
ある。報告者はビルマ古典歌謡の楽器である竪
琴の曲の中でも、最も難易度の高いジャンルで
あるパッピョー（鼓歌）の作品を、マンダレー
における代表的な竪琴教師のドー・キンメイか
ら受け、さらに、毎年記録を続けている芸能コ
ンクールのマンダレー管区予選の模様をビデ
オで撮影記録した。ビルマ古典歌謡の教授は現
在でも口頭による伝承が主であり、定期的に現
地で演奏技法の教授を受けることは、口頭伝承
のあり方を実体験するために重要であり、本研
究課題の目的であるジャンル形成過程を明ら
かにするために欠かせない。 

21年度はこれまでの調査の結果を踏まえた
上で、歌謡と詩の比較研究を加えた研究成果の
口頭発表を6月7日に第33回日本口承文芸学会
大会（於、奈良教育大学）のシンポジウムにお
いてパネリストとして行った。さらに、今年度
の研究成果を論文「ビルマ古典歌謡におけるジ
ャンル概念―ウー・サ歌謡集の19-20世紀におけ
る貝葉写本の分析を通して―」にまとめて発表
した（大阪大学世界言語研究センター論集３
号）。さらに、本研究の主な目的の一つである、
ビルマ古典音楽のアナログ音源のデジタル化、
作品の特定と整理の作業を進めた。 
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